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２
０
２
２
年
の
初
夏
、
英
語
圏
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
女
性

作
家
に
よ
る
長
編
小
説
が
立
て
続
け
に
出
版
さ
れ
た
。

１
冊
は
ツ
ェ
リ
ン
・
ヤ
ン
キ
ー
に
よ
る
作
品
の
英
訳Flow

-

ers of Lhasa
（B

a
lestier P

ress

）。
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の

問
題
を
抱
え
て
家
を
出
て
ラ
サ
の
町
に
流
れ
着
い
た
若
い
女

性
た
ち
が
ホ
ス
テ
ス
と
な
り
、
狭
い
ア
パ
ー
ト
で
共
同
生
活

を
し
な
が
ら
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
、
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド

の
物
語
だ
。
そ
し
て
も
う
１
冊
は
カ
ナ
ダ
在
住
の
作
家
ツ
ェ

リ
ン
・
ヤ
ン
ゾ
ム
・
ラ
マ
が
英
語
で
書
い
た
小
説W

e M
ea-

sure the Earth w
ith O

ur Bodies

（B
lo

o
m

sb
u

r
y

 P
u

b
-

lish
in

g

）。
１
９
５
９
年
に
西
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
亡
命
し
た
難

民
一
家
の
物
語
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
を
母
に
も
ち
、
ネ
パ
ー
ル

と
カ
ナ
ダ
で
離
れ
離
れ
に
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
姉
妹
と
そ

の
娘
世
代
の
生
き
様
を
描
く
。
ど
ち
ら
も
読
み
ご
た
え
の
あ

る
魅
力
的
な
作
品
だ
。

今
、
世
界
的
に
も
女
性
作
家
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
が
、

そ
の
流
れ
の
中
で
チ
ベ
ッ
ト
人
女
性
の
文
芸
創
作
の
営
み
が

可
視
化
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
。
特
に
後
者
は
カ
ナ
ダ
の
新

人
文
学
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
刊
行
さ
れ
る

な
ど
、
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。
筆
者
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
く

つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
視
聴
し
て
注
目
度
の
高
さ
を
実
感
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
動
き
と
足
並
み
を
揃
え
る
か
の
よ
う
に
、

日
本
で
も
、
今
春
『
チ
ベ
ッ
ト
女
性
詩
集
』（
段
々
社
）
が

刊
行
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
文
学
の
翻
訳
に
尽
力
し
て
き
た
数

少
な
い
翻
訳
者
の
一
人
、
海
老
原
志
穂
氏
の
編
訳
だ
。
現
代

チ
ベ
ッ
ト
を
代
表
す
る
７
名
の
詩
人
に
よ
る
27
篇
の
詩
と
、

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
は
詩
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
な
ど
７
本

の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る
こ
の
詩
集
は
、
読
め
ば
現
代
を
生
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
女
性
た
ち
の
声
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
届
け

て
く
れ
る
秀
作
だ
。
詩
の
合
間
に
漫
画
家
・
蔵
西
氏
の
旅
の

ス
ケ
ッ
チ
を
配
置
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
も
楽
し
い
。
こ
の
創
意

工
夫
あ
ふ
れ
る
画
期
的
な
詩
集
を
、
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。

詩
集
の
冒
頭
を
飾
る
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
亡

命
詩
人
ゾ
ン
シ
ュ
ク
キ
に
よ
る
４
篇
の
詩
だ
。
故
郷
を
離
れ

る
前
に
そ
の
決
意
を
綴
っ
た
「
や
む
こ
と
の
な
い
流
れ
」
他

１
篇
、
最
初
の
亡
命
先
イ
ン
ド
で
故
郷
を
思
っ
て
書
い
た
「
ふ

る
さ
と
で
は
」、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た
南
半
球
の
地
で
、
あ

ふ
れ
る
思
い
を
ぐ
っ
と
抑
え
た
筆
致
で
綴
っ
た
「
雨
音
」
か

ら
な
る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
な
じ
み
の
な
い
読
者
を
高
原
の
地
に

や
さ
し
く
誘
う
幕
開
け
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
に
続
く
の
が
、
ベ
テ
ラ
ン
詩
人
デ
キ
・
ド
ル
マ
に

よ
る
「
妊
婦
の
記
録
」「
母
の
記
録
」
と
い
っ
た
、
子
を
産

み
育
て
る
女
性
の
姿
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
子
育
て
の
喜

び
と
不
安
に
共
感
を
覚
え
た
か
と
思
う
と
、
お
食
い
初
め
に

は
「
野
ヤ
ク
の
心
臓
」
を
口
に
含
ま
せ
る
、
な
ど
と
い
う
く

だ
り
が
出
て
き
て
、
文
化
の
違
い
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
特
に
目
を
引
く
の
は
チ
ベ
ッ
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

運
動
の
旗
手
ホ
ワ
モ
に
よ
る
「
私
に
近
寄
る
な
」
と
い
う
詩

だ
。「
私
に
近
寄
る
な
／
私
は
甘
露
で
は
な
い
／
私
は
欲
望

で
は
な
い
」
で
始
ま
る
力
強
い
謳
い
出
し
の
こ
の
詩
は
、
家

父
長
制
の
中
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
女
性
の
心
の
解
放
を
謳
い

上
げ
た
絶
唱
と
も
言
え
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
人
が
展
開

自らの声で謳う
チベットの女性たち
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す
る
女
性
支
援
の
活
動
は
海
老
原
氏
の
コ
ラ
ム
に
詳
し
い
。

こ
の
他
に
も
抑
圧
さ
れ
た
政
治
状
況
を
髣
髴
と
さ
せ
る
チ
メ

の
「
牧
畜
犬
」、
若
く
瑞
々
し
い
感
性
で
綴
ら
れ
た
オ
ジ
ュ

ク
キ
の
「
女
二
十
歳
」
な
ど
、
読
ま
せ
る
詩
ば
か
り
だ
。

と
こ
ろ
で
文
芸
創
作
に
携
わ
る
チ
ベ
ッ
ト
人
女
性
作
家

の
嚆
矢
と
し
て
、
イ
シ
ェ
・
ド
ル
マ
（
益
西
卓
瑪
、

ま
た
の
名
を
王
哲
、
１
９
２
５
─

２
０
１
４
）
を
挙
げ
ね
ば

な
る
ま
い
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
端
の
チ
ョ
ネ
（
現
在
の
甘
粛

省
甘
南
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
卓
尼
県
）
の
生
ま
れ
の
こ
の
人

は
、
民
国
期
に
チ
ベ
ッ
ト
地
区
で
ス
タ
ー
ト
し
た
漢
語
教
育

の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、
１
９
４
８
年
と
い
う
早
い
時
期
に
上

海
の
復
旦
大
学
を
卒
業
し
た
才
媛
だ
。
彼
女
は
新
卒
で
雑
誌

『
新
中
国
婦
女
』
の
編
集
部
に
加
わ
り
、
１
９
５
６
年
に
は

チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
初
め
て
映
画
の
脚
本
を
書
く
。
そ
し
て
、

そ
の
文
才
を
活
か
し
て
書
い
た
の
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
女
性
に

よ
る
最
初
の
短
編
小
説
『
小
ホ
ワ
デ
ン
』（
原
題
『
小
華
旦
』、

少
年
児
童
出
版
社
、
１
９
６
５
年
）
だ
。

胡
沛
萍
著
『
当
代
蔵
族
女
性
漢
語
文
学
史
論
』（
中
央
民

族
大
学
出
版
社
、
２
０
１
８
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
小
説
は

封
建
領
主
に
搾
取
さ
れ
る
残
酷
な
現
実
か
ら
脱
し
て
幸
福
を

求
め
る
牧
畜
民
小
ホ
ワ
デ
ン
一
家
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
。

未
読
な
が
ら
当
時
の
政
治
環
境
的
制
約
の
中
で
書
か
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
活
躍
し

た
彼
女
の
よ
う
な
人
が
い
た
こ
と
は
記
憶
に
留
め
て
お
き
た

い
。あ

る
程
度
自
由
に
文
芸
創
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
改
革
開
放
後
で
あ
る
。
長
編
小
説
を
書
い
た
女
性
作
家
に

注
目
す
る
と
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
漢
語
の

教
育
ル
ー
ト
に
乗
っ
た
才
媛
た
ち
だ
。
そ
の
中
に
は
北
京
大

学
中
文
系
を
卒
業
し
た
央
珍
（
１
９
６
３
─

２
０
１
７
）
が

い
る
。
彼
女
が
30
歳
の
と
き
に
発
表
し
た
『
性
別
の
な
い
神
』

（
原
題
『
無
性
別
的
神
』、
中
国
青
年
出
版
社
、
１
９
９
４
年
）

は
、「
ラ
サ
往
時
」（
原
題
「
拉
薩
往
時
」）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
人
気
を
博
し
た
。
他
に
も
梅

卓
や
尼
瑪
潘
多
、
格
央
な
ど
、
漢
語
で
長
編
小
説
を
発
表
し

て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
人
女
性
作
家
は
何
人
も
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
長
編
小
説
が
出
る
の
は
そ
の
20
年
後
と

大
き
な
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
れ
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
３
作
品
の
み
だ
。

そ
の
理
由
を
チ
ベ
ッ
ト
の
男
性
作
家
が
「
女
性
は
詩
は
得

意
だ
が
小
説
は
不
得
手
」
と
説
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
家
が
裕
福
で
中
国
の
大
都
会
で

暮
ら
し
て
い
る
な
ら
別
だ
ろ
う
が
、
チ
ベ
ッ
ト
地
区
の
女
性

た
ち
は
、
家
事
労
働
の
担
い
手
と
し
て
、
長
い
間
進
学
を
阻

ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
運
良
く
大
学
を
出
て
作

家
や
詩
人
を
志
し
て
も
、
働
き
な
が
ら
家
事
、
出
産
、
育
児

を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
才
能
と
意
欲
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
時
間
と
体
力
を
要
す
る
長
編
小
説
の
執
筆
に
取
り
組

む
の
は
難
し
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
翻
訳
し
て
多
く
の
人

に
読
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

そ
ん
な
思
い
を
強
く
す
る
今
日
こ
の
頃
だ
。
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